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３ てこのはたらきについて，次の問いに答えなさい。 

 

問１ てこを利用した身のまわりの道具に，ペンチとピンセットが 

あります。右の図の①～③は，支点・力点・作用点のどれです 

か。あてはまる言葉を書きなさい。 

問２ 右の図１はくぎぬきです。このくぎぬきの力点と支点の間の 

長さが長いくぎぬきを使うと，くぎをぬくのに必要な力の大き 

さはどうなりますか。ア～ウから1つ選び，記号で答えなさい。 

ア．大きくなる。 

  イ．小さくなる。 

  ウ．変わらない。 

問３ 下の図２は長さ60 cm の棒を使って作ったてんびんです。重さが10 g ，20 g ，30 g ， 

40 g ，50 g のおもりが1つずつあるとします。ひもと棒の重さは考えないものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

（１）棒の左はしの㋐には20 g のおもりをつるし，棒の左はしから40 cm のところをひもで 

つるしました。棒を水平にするためには，棒の右はしの㋑には何 g のおもりをつるしますか。 

（２）さらに，棒の左はしから30 cm のところに10 g のおもりをつるしました。棒を水平に 

するためには，50 g のおもりを，棒の左はしから何 cm のところにつるしますか。 

（３）おもりをすべてはずしてから，棒の左はしから30 cm のところをひもでつるしました。 

㋐には30 g のおもり，㋑には50 g のおもりをつるしました。棒を水平にするためには， 

さらに何 g のおもりを，棒の左はしから何 cm のところにつるせばよいですか。解答らん 

の（   ）内にあてはまる数を書きなさい。ただし，㋐には30 g ，㋑には50 g のおもり 

をつるしているので，ここに他のおもりをつるすことはできないとします。また，つるすこと 

ができるおもりは，残った10 g ，20 g ，40 g の中で1つとします。 

 

 

 

 

 

４ 物の燃え方やとけ方，あたたまり方について，次の問いに答えなさい。 

 

問１ 次の文は，物が燃える前と後について説明しています。（ ① ）～（ ③ ）にあてはまる 

言葉を選び，ア～ウの記号で答えなさい。ただし，同じ記号を何度用いてもかまいません。 

   物が燃えると，空気中の（ ① ）の一部が使われて，（ ② ）ができる。このことから， 

  （ ③ ）には，物を燃やすはたらきがあることがわかる。 

    ア．ちっ素  イ．酸素  ウ．二酸化炭素 

問２ 水100 g に35 g の食塩をとかしました。 

（１）食塩の水よう液の重さは何 g ですか。 

（２）食塩の水よう液から食塩を取り出す方法を書きなさい。 

問３ 部屋全体の温度をできるだけはやく調節するとき，エアコンのふき出し口の向きを変えること 

によって，夏の暑い日はすずしく，冬の寒い日はあたたかくすることができます。 

（１）エアコンのふき出し口の向きとして最も適当なものはどれですか。ア～エから1つ選び，記号 

で答えなさい。 

  ア．夏に冷ぼうするときは上向きに，冬に暖ぼうするときは下向きにする。 

  イ．夏に冷ぼうするときは下向きに，冬に暖ぼうするときは上向きにする。 

  ウ．夏に冷ぼうするときも，冬に暖ぼうするときも常に上向きにする。 

  エ．夏に冷ぼうするときも，冬に暖ぼうするときも常に下向きにする。 

（２）（１）の理由を簡単に説明しなさい。 
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